
横瀬川ダム環境モニタリング委員会
規約

（名 称）
第１条 本会は、「横瀬川ダム環境モニタリング委員会」（以下「委員会」

という）と称する。

（目 的）
第２条 委員会は、「横瀬川ダム環境委員会（H19,20年度実施）」のとり

まとめ結果を踏まえてダム見直し検証期間における必要最低限行う
モニタリング調査及び横瀬川における現在の工事による自然環境へ
の影響の低減を図る目的のモニタリング調査に関して事業者へ指導
・助言を行うことを目的とする。

（構 成）
第３条 委員会は、別紙－１に掲げる委員により構成し、四国地方整備局

中筋川総合開発工事事務所長が委嘱する。
２．委員の任期は原則として２年とし、再任は妨げない。

（任 務）
第４条 委員会は、次の事項に関する指導・助言を行う。

①ダム見直し検証期間における必要最低限行うモニタリング調査に
関する事項
②横瀬川における現在の工事による自然環境への影響の低減を図る
目的のモニタリング調査に関する事項
③その他、委員会の目的を達成するために必要な事項

（委員長）
第５条 委員会は、委員の互選により委員長を置くものとする。

（会 議）
第６条 委員会は、委員長の発議により開催する。

２．委員会は、委員長がこれを掌理する。
３．委員長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴く

ことができる。

（事務局）
第７条 委員会の事務局は、四国地方整備局中筋川総合開発工事事務所内

に置く。

（雑 則）
第８条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、

委員長が委員会に諮って定めるものとする。

（付 則）
１．この規約は、平成２２年 １月２０日より施行する。
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